
■
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
で
脱
温
意
識

Ｕ
Ｐ

【
脱
温
暖
化
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま
】

栢
木
稔
・
山
口
紗
代
子

　
当
会
の
脱
温
暖
化
活
動
の
一

環
と
し
て
、「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
早

め
に
帰
宅
す
る
こ
と
で
、
職
場

の
電
気
使
用
量
を
削
減
し
、
そ

の
効
果
を
数
値
で
「
見
え
る
化
」

し
て
、
職
員
の
意
識
向
上
を
ね

ら
い
と
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
九
月
か

ら
十
一
月
の
三
日
間
で
実
施
、

十
九
時
ま
で
の
退
館
を
呼
び
か

け
た
。
削
減
電
力
量
は
、
二
一

九
㌔
㍗
時
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
後
も
し
ば
ら
く
減
少
傾
向

が
続
い
た
。
今
後
は
、
継
続
的

な
実
施
や
自
主
的
な
取
り
組
み

を
働
き
か
け
て
い
く
。

■
お
そ
い
か
な
　
で
も
　
ま
だ

間
に
合
う
学
習
会
「
脱
温
暖
化

in
青
河
」

【
三
次
市
青
河
地
区
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
】
松
本
幾
雄
・
佐
々

木
忠
信

　
環
境
に
や
さ
し
い
青
河
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

脱
温
暖
化
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
二
カ
所
で
開
催
。

　
学
習
会
は
、
町
内
の
集
会
所

単
位
で
実
施
し
、
将
来
的
に
全

て
の
集
会
所
を
回
り
、
全
戸
へ

省
エ
ネ
行
動
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
視
野
に
い
れ
て
お
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ラ
イ
ド
も
作
成
し

た
。
今
後
は
、
省
エ
ネ
行
動
の

結
果
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
指

標
づ
く
り
や
仲
間
を
増
や
し
て

い
く
な
ど
意
欲
的
で
、
す
で
に

次
の
実
施
地
区
も
決
ま
っ
て
い

る
。

■
省
エ
ネ
を
家
庭
か
ら
！

【
広
島
市
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
協
議
会
】
金
行
悦
子･

今
村

喜
代
子

　
広
島
市
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
協
議
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
簡
易
型
省
エ
ネ
診
断
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
事
業
の
充
実

を
図
ろ
う
と
、
受
診
者
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
省
エ
ネ
実
践
行
動

に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
を
実
際

に
検
証
。
あ
わ
せ
て
、
白
熱
電

球
と
電
球
型
蛍
光
灯
、
照
明
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
比
較
実
験
キ
ッ
ト

を
作
成
し
た
。

　
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
の
変

化
に
よ
る
電
力
削
減
量
、
シ
ャ

ワ
ー
の
み
の
水
使
用
量
の
測
定

値
や
、
見
て
わ
か
り
や
す
い
キ

ッ
ト
は
、
受
診
者
に
も
好
評
。

今
後
、
キ
ッ
ト
を
当
セ
ン
タ
ー

が
譲
り
う
け
、『
環
境
と
健
康

の
学
習
ル
ー
ム
』
の
グ
ッ
ズ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
貸
し
出
を
行

う
予
定
。

■
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
が
生
ま
れ
る

和
田
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト【エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
わ
だ
！
】

田
丸
猛
・
菅
野
正
博

　
里
山
の
役
割
や
魅
力
を
学
ぼ

う
と
、
年
間
を
通
じ
て
の
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
ま
ず

は
そ
の
拠
点
と
な
る
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
づ
く
り
を
実
施
。
間
伐
材

を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
は
、
ト
ム
・

ソ
ー
ヤ
の
冒
険
に
登
場
し
そ
う

な
森
の
探
検
基

地
。
こ
こ
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
集

ま
っ
た
五
十
人

の
親
子
が
、
炭

焼
き
や
木
の
実

拾
い
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。

　
今
後
は
、
シ

イ
タ
ケ
栽
培
や

山
菜
採
り
、
ペ

レ
ッ
ト
作
り
な

ど
、
季
節
に
応

じ
た
行
事
の
展

開
へ
と
夢
が
広

が
っ
て
い
る
。

■
地
球
温
暖
化
紙
芝
居
「
北
広

島
町
の
気
候
が
な
ん
だ
か
変
じ

ゃ
の
う
？
編
」

【
北
広
島
町
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
藤
田
千
紀
枝
・
藤
井
清

春
・
宮
庄
秀
雄

　
現
在
、
公
衛
協
が
推
進
し
て

い
る
「
北
広
島
町
脱
温
暖
化
八

カ
条
」
を
地
域
に
よ
り
浸
透
さ

せ
る
た
め
、
北
広
島
町
の
気
候

や
動
植
物
の
変
化
な
ど
を
写
真

で
紹
介
し
て
い
く
紙
芝
居
を
作

製
。

　
受
講
者
自
身
で
動
植
物
の
撮

影
を
し
た
ほ
か
、
町
内
の
人
々

か
ら
昔
の
雪
の
日
の
写
真
な
ど

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
今
と
昔

を
比
較
し
な
が
ら
気
候
の
変
化

を
訴
え
か
け
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
紙
芝
居
を
使
っ
た

環
境
学
習
を
町
内
の
小
学
校
で

行
い
、
子
ど
も
か
ら
親
へ
、
親

子
か
ら
地
域
へ
、
脱
温
暖
化
の

意
識
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。

■
無
駄
な
電
力
カ
ッ
ト
運
動
推

進
チ
ー
ム
結
成
式
事
業

【
大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の

島
づ
く
り
協
議
会
】
井
上
彰
美

　
生
活
の
中
の
電
気
と
温
暖
化

問
題
の
つ
な
が
り
を
認
識
し
、

無
駄
な
電
力
を
使
わ
な
い
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い

に
、
学
習
会
を
開
催
。

　
参
加
者
は
、
小
学
生
か
ら
中

高
生
、
成
人
と
さ
ま
ざ
ま
で
、

紙
芝
居
の
上
演
や
島
の
特
産
品

で
あ
る
ミ
カ
ン
や
米
へ
の
影
響

の
説
明
、
家
電
製
品
の
消
費
電

力
測
定
な
ど
の
体
験
学
習
に
、

参
加
者
は
年
代
を
超
え
て
興
味

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
調
査
事
業

Ｉ
Ｎ
新
市

【
福
山
市
新
市
学
区
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
】
林
博
三
・
平
川

輝
司

　
マ
イ
バ
ッ
グ
百
％
持
参
に
よ

る
レ
ジ
袋
０
を
目
標
に
、
町
内

全
世
帯
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。
一
八
〇
〇
世
帯

の
う
ち
、
約
一
二
〇
〇
世
帯
か

ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　
結
果
に
よ
る
と
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
へ
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
い
る
人
が
四
七
％
、
持
参
し

て
い
な
い
人
が
五
二
％
と
半
数

を
超
え
た
。
持
参
し
て
い
な
い

人
の
理
由
と
し
て
は
「
持
っ
て

い
く
の
が
面
倒
」「
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の

理
由
が
挙
が
っ
た
。

　
今
後
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

率
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、

継
続
し
た
新
た
な
仕
掛
け
に
期

待
し
た
い
。

■
環
境
学
習
会
「
身
近
な
環
境

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
」

【
布
野
の
食
と
脱
温
暖
化
を
考

え
る
会
】　
永
末
正
利
・
山
口

啓
江
・
中
森
房
江
・
福
原
信
子

　
同
じ
三
次
市
内
の
地
域
協
議

会
「
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
わ
だ
！
」

か
ら
講
師
を
招
い
た
地
球
温
暖

化
の
学
習
会
を
開
催
。

　
学
習
会
で
は
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
に
感
想
と
「
私
の
エ
コ

宣
言
」
を
述
べ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
意
見
交
流
も
行
っ
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
自
転
車
や
湯
た

ん
ぽ
の
活
用
、
小
学
校
で
環
境

学
習
を
実
施
し
て
い
る
事
例
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
「
声
を
出
し

交
流
す
る
こ
と
で
、
仲
間
意
識

を
感
じ
た
。
こ
れ
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
活
動
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
意
気
込
み
も
語
ら

れ
た
。

　１２月１日、脱温暖化の地域リーダーである「地球温暖化防止活動推進員」
を養成する研修のＢコース（三次会場）が終了し、新たに２０人が広島県より
委嘱を受けた。
　研修では、地域における脱温暖化活動を企画･実践することがカリキュラム
となっている。試行錯誤しながらやり遂げ、推進員としてはじめの一歩を踏み
出したといえるそれらの活動を紹介しよう。

（脱温暖化センターひろしま）

■
も
っ
た
い
な
い
お
ば
ち
ゃ
ん

の
エ
コ
市
場

【
世
羅
町
東
地
区
公
衆
衛
生
推

進
協
議
会
】
内
海
智
子
・
山
田

佐
代
子

　
食
材
の
無
駄
を
な
く
し
、
地

産
地
消
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
野

菜
で
、
余
っ
た
も
の
や
規
格
外

の
も
の
を
農
家
か
ら
提
供
し
て

も
ら
い
、
必
要
な
人
が
活
用
で

き
る
エ
コ
市
場
を
開
催
し
た
。

農
家
の
理
解
と
あ
た
た

か
い
協
力
が
あ
り
、
二

回
の
市
場
が
実
現
で
き

た
。

　
二
人
の
受
講
者
は
「
生

産
者
と
利
用
者
が
地
元

の
恵
み
を
余
す
こ
と
な

く
分
か
ち
合
い
、
野
菜

を
通
し
て
ふ
れ
あ
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
い
」
と
、

将
来
の
展
望
を
語
っ
た
。


